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本紙の内容に関するお問い合わせは、 

企画調整部 情報課 まで 

ご連絡ください 

 本県でのイタリアンライグラスの播種

適期は9～10月頃です。しかし。近年作

付面積が急激に増加している飼料用イネ

や稲わらの収穫・調製時期と重なるた

め、播種時期が遅れる傾向にあります。 

 そこで、播種適期から２カ月遅れた 

１２月中旬に播種し、生育・収量及び成

分に与える影響について調べました。 

１．発芽が悪く、収穫期も遅れる。 

 播種適期から２カ月遅れて播種する

と、発芽が悪く、刈取適期（出穂期）も

遅くなります。 

２．収量が減る。 

 草丈や収量、乾物収量も明らかに低く

なります。 

３．硝酸態窒素濃度が高くなる 

 成分についてみてみると、粗タンパク

含量や硝酸態窒素濃度は高くなり、特

に、硝酸態窒素濃度は、牛への給与の基

準値とされる０．２％を大きく超えるた

め、中毒が心配され、牛への給与には注

意が必要となります。 

 以上のことから、適期播種や肥培管理

を徹底するとともに、播種が遅れて硝酸

態窒素過多が心配される場合には、給与

する前に飼料分析を行ってください。 
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●畜産研究所 

・７月１７日午前１０時～ 

  「自給飼料生産研修会」 

 

●農産園芸研究所・生産環 

 境研究所 

・８月６日午後１時～ 

 「作物・園芸部門成果発表会」 

 

●果樹研究所 

・９月１０日 午後1時30分～ 

 「果樹部門成果発表会」 

 

 

 詳しくは、各研究所にお問い合

わせください。 

イベント情報 
   （７～９月） 
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 当センターでは、生産現場へ速や

かに普及・定着を図る成果につい

て、「農業の新しい技術」として公

表しています。 

 今年も平成２６年度の研究成果の

うち、「農業の新しい技術」１８成

果を公表しました。 

 今後、この農研ＮＯＷでご紹介し

ていきます。 

 なお、これらの成果は、当セン

ターのＨＰで公開しておりますの

で、ご覧ください。 

 また、指導者向けの「農業研究成

果情報」４６成果についても併せて

公表しています。(一部非公開） 
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１ 熊本県ｵﾘｼﾞﾅﾙ酒造好適米品種「華錦」の特性 

２ 促成ｲﾁｺﾞ品種「熊本VS03」の特性 

３ ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ切り花における二度切りでの5月出し栽培技術 

４ ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ切り花の日持ちを向上させる収穫後の管理体系 

５ 湿地性白色ｶﾗｰの品種識別用ＳＳＲﾏｰｶｰ 

６ ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐとｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ第1世代との同時防除効果は高い 

７ 園芸ﾊｳｽをｴｱｰ送風内張2層化すれば燃料消費量が削減できる 

８ 産地における種ｼｮｳｶﾞの効率的な温湯消毒法 

９ ｲﾈWCS等を含む発酵飼料はﾄｳﾓﾛｺｼｻｲﾚｰｼﾞの代替として乳牛に 

 給与可能である 

10 胸囲の測定値から褐毛和種子牛の体重が推定できる 

11 褐毛和種種雄牛「球光重ETI」の選抜 

12 褐毛和種種雄牛「幸泉」の選抜 

13 褐毛和種種雄牛「弦光晴」の選抜 

14 褐毛和種種雄牛「波光豊」の選抜 

15 黒毛和種種雄牛「福久桜」の選抜 

16 ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽを遅播きすると収量が低下し硝酸態窒素含量が高くなる 

17 施設栽培におけるﾋﾘｭｳ台「肥の豊」の早期樹冠拡大のための枝梢管理法 

18 露地栽培におけるﾆﾎﾝﾅｼ発芽不良軽減のための管理技術 



 本県は、全国でも有数な促成イチゴの

生産地です。しかし、生産者の高齢化や

後継者不足の中で、労働時間が長く収益

性が不安定なことから、生産者および作

付面積は減少傾向にあります。 

 このような中、生産現場では、より収

益性を安定させるために、単価の高い時

期である年内の（特にクリスマス時期）

の収量向上が求められています。 

 そこで、早生性を有し、年内の収量が

多く、総収量及び果実品質に優れる県オ

リジナル品種を育成しました。 

  

特長１：収量が多い 

収量が多く、特に需要が高い年内（クリ

スマス時期）の収量が多い。 

    

 

特長２：大玉で形も色も良い 

果実は円錐形で、揃いが良く、色は鮮や

かな赤色で、大玉です。 

 

特長３：おいしい！ 

甘さと酸味のバランスが良く、上品な美

味しさ。 

果実特性 

 11月中下旬頃には、出荷が始まり店頭

に並ぶ予定です。品種名は「熊本ＶＳ０

３」ですが、愛称を広く募集し、年内に

は決定することになっています。どんな

名前が付くのか楽しみです。販売が始ま

りましたら、ぜひ一度ご賞味ください。 

 

 

 

 

 

１ 

 本県では、園芸施設の燃料消費量削減

対策として、ハウスの内側にフレームを

追加しフイルムをもう一枚張る内張が設

置されていますが、ハウスの軒高が低く

フレーム等を追加することが困難なハウ

スも多いため、内張で２層化する技術は

なかなか普及していません。 

 そこで、内張１層の上に重ねてフィル

ムを追加し、２枚のフィルムの間にファ

ンで空気を送り込むことにより、既存の

フレームだけで簡単に２層化できる「エ

アー送風内張２層化技術」を開発し、燃

料消費量削減を図りました。 

 「エアー送風内張２層化の仕組み」 

１．省エネ（燃油消費量が少ない） 

 同じ内張り２層でも、従来のフレーム

を追加した場合に比べ、今回のエアー送

風の場合、冬期(11月上旬～翌年3月下旬)

の燃料消費量は８４％に削減され、省エ

ネ効果があります。 

 寒いほど削減効果が高くなり、暖房機

設定温度と外気温との温度差が１２℃の

時は、燃油消費量が７９％まで削減され

ます。 

２．コスト削減 

 内張り２層にすると、１層の場合より

も資材費は増しますが、その分の費用も

含めて試算した結果(10ａあたり、年

間）、内張１層に比べ、通常の内張り２

層で24,815円、エアー送風内張り２層は

81,898円の経費削減となりました。（ハ

ウスの奥行きが７０ｍを超える場合は、

ファンを２セット追加する必要があるた

め、削減額は小さくなり、39,237円とな

ります。） 

 技術の詳細については、冬作に間に合

うよう、夏頃にはマニュアルを作成し、

公表することとしております。 

 

２ 

「フードバレー 

 アグリビジネス      

     センター」  

センターを活用した 

    主な取り組み内容 
  

（１）相談窓口でのワンストップ化 

  6次産業化や事業拡大などの

相談にワンストップで対応します。 

 

（２）新たなビジネス化につながる 

  試験研究 

 機能性成分の分析や流通・鮮度

保持の試験研究を行い、地域での

新たなビジネス化につなげます。 

 

 

（３）オープンラボ機能による試作 

  や研究開発の支援 

 当センターの設備が利用できる

オープンラボ機能により、事業者

の方の試作や研究開発を支援しま

す。 

 

 （４）人材育成の強化 

 くまもと農業アカデミーなど

と連携し、スキルアップのため

の研修会などを開催します。 

 

「フードバレー 

 アグリビジネス      

     センター」  

 オープン！ 

  

 「フードバレーアグリビジネスセン

ター」は、くまもと県南フードバレー

構想の中核施設として、八代市鏡

町にある当センターい業研究所内

に完成しました。 

 建物は、木造一部２階建ての延

べ約１１００㎡の広さで、温度や湿

度、酸素濃度などを変えながら鮮

度を保つ試験研究ができる機器な

どを設置した研究棟と、農林漁業

者と企業の相談や交流の場となる

事務棟があります。 

 

 県南地域の豊富な農産物を活か

し、高付加価値化に関する試験研

究を行うとともに、６時産業化の支

援や事業者と食関連企業などとの

新たな結びつけを行い、地域の活

性化に繋がるオープンイノベーショ

ンを創出します。 

 

 

 

 

 

〒869-4201 

八代市鏡町鏡村363 

ＴＥＬ 0965-52-0500 

E-mail info@abc-kumamoto.jp 

URL http://www.abc- 

       kumamoto.jp 

年内収量（可販果収量） 


